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 昼夜の変化に適応するため、生物は進化の過程で概日時計を
獲得しました。概日時計を構成する時計遺伝子は進化的に保存
されておらず、複数の起源があったと考えられています。しか
し、時計としての性質は保存されており、そこには共通の動作
原理が存在すると考えられますが、その実体は未だに解明され
ていません。真核生物の時計遺伝子の研究は、哺乳類や昆虫、
高等植物などの高度に複雑化した体制を持つ多細胞生物を中心
に進んできました。一方、近年になって、単細胞生物である真
核藻類のいくつかの種においても時計遺伝子の研究が始まりま
した。本セミナーでは、その一つであるクラミドモナスの時計
遺伝子の研究を、高等植物との比較を交えて紹介します。 
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